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要　　旨
　本研究は潜在連合テスト（Implicit Association Test; 以下IAT）を用いて、社会科授業が児童にどの
ような影響を与えているかを抽出し、明らかとする試案を提示するものである。研究対象は小学校6
学年児童であり、授業内容は主権者教育におけるクオータ制とした。この授業前後にIATを行い、そ
の影響を明らかとした。ただ、検査では対象児童を8名としたことから、分析で表出された数値の妥
当性を担保していない。あくまで、社会科授業におけるIATテストの可能性とその手法を示すことに
主眼を置いている。
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Ⅰ．はじめに
　社会科授業は、児童に影響を及ぼすことが本当に
できているのだろうか。本研究は児童の潜在的な意
識を測定する検査を用いて、社会科授業が児童にど
のような影響を与えているかを抽出する試案を提示
したものである。
　これまで、初等教育における社会科授業では質的
側面と量的側面より、児童の評価が行われてきた。
例えば学校現場では研究授業を行い、後の研究協議
会では授業者の他、参観教員や教育委員会指導主事
といった立場の職員、場合によっては教科指導法等
を担当する大学教員が加わり話し合いがもたれる。
そこでは児童の変容について、授業中の発言やノー
ト記録といった、質的側面を根拠に議論が展開され
る1）場面を何度も目にすることがあった。さらに、
これら質的側面を根拠とした授業評価の学校紀要2）

や研究論文3）も見られる。また、質的側面のみに留
まらず、量的側面からも検討を行った研究論文4）も
見られる。これらは、児童の意識の変化や集団の傾
向といった意味合いでの評価を行っている。
　しかし、従来行われてきた質的側面からの評価に
ついては、次のような疑問が残る。例えば価値判断
や意思決定といった授業においては、たとえ心に
思ってはなくても、その場限りのうまい感想や意
見・発言・記述を見抜けないという恐れに、授業者
は常に晒されているということである。そのような
言語活動の成果に対する表出された評価のみでは、

「児童の変容が見られた」や「児童に影響があった」と
いう言葉は適切さを欠くのではないか。よって本論
では、量的に児童の内面を浮彫にすることで変容を
見取る手立てについて、その試案を提示する。

Ⅱ．児童の潜在的な意識の測定

1．測定を行う意義
　本研究では、授業における児童の変容を量的に評
価 す る 方 法 と し て 潜 在 連 想 テ ス ト（Implicit 
Association Test; 以下IAT）を用いる。この測定方
法は、最も広範に利用がなされ、信頼性・妥当性

（測定の安定性・適切さのこと）の点でも最も望まし
い測定技法とされている5）ものである。本研究で

IATを用いる意義として潮村公弘は、心理測定にお
ける｢社会的望ましさ｣の影響を回避できるというメ
リットを取り上げている。潮村は「私たちは種々の
検査やテストに回答する際に、社会的に望ましい回
答や選択肢を選びがちである6）｣と指摘している。つ
まり、社会科授業の価値判断や意思決定のような授
業では、児童は社会的に望ましい回答を行ったり、
まとめとして記述したりしたものを評価対象として
いる可能性は、常に否定できない。よって、本研究
ではIATを用いることで、授業における児童の変容
を量的に浮彫にしていく。

2．IATの仕組
　IATはアメリカの心理学者であるグリーンワルド
とバナージによって開発7）されたものである。グ
リーンワルドらは、従来の質問紙調査では測れない
ような潜在的プロセスについて、被験者の反応時間
を測定する方法を開発した。
　内田昭利らによると、人間の知識構造である意味
記憶の中では「成功」「幸福」などの良いイメージと
して捉えることができる概念（以下、良い概念）同士
の結び付きは強く、また、「失敗」「不幸」など悪い
イメージとして捉えることができる概念（以下、悪
い概念）同士の結び付きも強い8）としている。そこ
で、ある特定の「概念X」が良い概念と結び付いてい
る場合、「概念Xを良い概念に分類する課題」の方が

「概念Xを悪い概念に分類する課題」よりも容易にで
きる。これを逆に考えると、一方の課題の方が他方
の課題よりも速くできる人は、特定の「概念X」を良
い概念（あるいは悪い概念）と見なしていることにな
る。これがIATの
基本原理である。
そ し てIATは、
個々の課題の反応
時 間 をPCに よ っ
てミリセカンド単
位で計測（図1）す
る。
　例えば、グリー
ンワルドらが行っ
た人種差別につい
て の 検 査 だ と、

図1　IAT実施の様子
（ 著者撮影）
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PC画面上に様々な「黒人」の写真と「白人」の写真を
ランダムに1枚ずつ提示する。そして、被験者にで
きるだけ速く「黒人か白人か」の分類をさせる。（「黒
人」ならば左手で“Q”のキーを「白人」ならば右手で
“P”のキーを押す。）次に、パソコンの画面中央に「平
和」「幸福」などの良い概念の単語か「戦争」「不幸」な
ど悪い概念の単語かを提示し、被験者にできるだけ
速く「良い意味の単語か悪い意味の単語か」の分類を
させる。最後に、上記の2つの課題を「黒人」と「良
い」が同じキーで、「白人」と「悪い」が同じキーとな
る場合（＝非整合課題）と、逆の組合せ（「白人」と「良
い」が同じキーで、「黒人」と「悪い」が同じキー＝整
合課題）になるものの2種類を用意して実施する。こ
の、整合課題と非整合課題での反応時間の差が、本
心かどうかを測る潜在的な意識の指標（ミリセカン
ドで示した数）となるのである。

3．IATを用いた授業分析
　社会科教育において、潜在的な意識を用いた研究
は、IATの活用如何を問わずその存在を確認するこ
とができなかった9）。そこで、他教科について範囲
を広げ確認したところ、IATのような潜在連想テス
トを用いた義務教育での研究を確認することができ
た。これらは、テストから児童・生徒の潜在意識を
浮き彫りにすることを目的としている点で、その取
組を読み取ることができる。ここでは、二点の研究
を取り上げる。
　第一の研究は、内田らによる『潜在連想テストに
よる「偽装数学嫌い」中学生の検出と対策10）』である。
この研究では、潜在的に数学を肯定的に捉えていな
がら、アンケートにおいては数学嫌いと答える中学
生の潜在的態度を測定するため、集団式潜在連想テ
ストを用いている。測定により、いわゆる「偽装数
学嫌い」の生徒を浮き彫りにし、測定結果を該当生
徒に伝えることで、本当の数学嫌いになることを防
ぐことを目的とした研究である。潜在意識を浮き彫
りにすることにより、生徒の学習指導に有効に働か
せている点に意義がある。本研究では、教師による
指導が有効かどうかの視点で潜在意識を浮き彫りに
することから、内田の研究とは異なるものである。
　第二の研究は、横嶋敬行らによる『児童用の紙筆
版セルフ・エスティーム潜在連想テスト11）』である。

この研究では、児童用の紙と筆記用具での潜在連想
テストを開発している。コストや妥当性といった視
点からのテストの有効性を明らかにしており、学校
教育現場にも潜在連想テストを導入し、活用しよう
としているという点に意義がある。このような紙版
の 潜 在 連 想 テ ス ト の 取 組 に は、 守 一 雄 に よ る
FUMIEテストの開発12）もあり、潜在意識を授業や
学習者への指導に生かそうとする研究が行われてい
る。本研究も、社会科教育においてその有効性を確
認していく。

Ⅲ．IATの設定

1．評価語の選定
　本研究では対象児童を小学校6学年とし、授業内
容は主権者教育におけるクオータ制を扱う。ここで
のクオータ制は政治システムにおける割り当てとし
て扱い、我が国においての女性議員に対するものと

表1 小学6年生での評価語の熟知度調査の
結果(被調査者61名のうちの回答者数)

ゴシック体で示す単語を評価語として採用
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した。そこで、IATの測定に使用する語（評価語）と
して、二種類を用意した。一つは女性の名前か男性
の名前かである。もう一つは、良い概念か悪い概念
かである。ここでは20の語を取り上げ、児童に熟知
されているかどうかを検査した。また、単語の意味
をよく知らないままに良いか悪いかにデタラメに分
類してしまうことのないように、分からない・知ら
ないという選択肢も用意することにした。熟知度調
査には、A県内の小学校6年生61名（男子31名、女子
30名；年齢11−12歳）が参加した。
　上記の調査で、正しく分類されなかったり、知ら
ないと回答されたりした度数の多かった単語を除
き、IATでの評価語とした。表1におけるゴシック
体で示した語である。同様に女性の名前か男性の名
前かといった検査も行ったが、紙面の関係上ここで
は省略する13）。

2．プログラムの作成
　IATの実施手続きに関する制御にはInquisit514）を
用いた。また、プログラムは北村英哉らによる潜在
連想テスト15）を参考にして作成した。プログラムに
おける、IATの主要な課題画面例は図2となる。（a）
は整合課題となり（b）は不整合課題となる。これを
表2のようなブロック構成にて行った。課題となる
評価語はランダムに表示されるが、整合課題（ブ
ロック3～4）と不整合課題（ブロック6～7）も、不整
合課題が先に出題される場合もある。その場合、整
合課題がその後に出題されることとなる。これを社
会科授業の前後でプリテスト及びポストテストとし
てIATを実施した。

表2　IATのブロック構成

図2　IATの主要な課題画面
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表3　クオータ制を扱った指導案
単元名
　わたしたちのくらしと基本的人権（第6学年） 
本時の目標
　諸外国と比べ低い我が国の女性議員比率について，複数の立場から根拠と正当性について考え話し合う
活動を通して，平等の意味を考慮した意見を述べることができるようにする。
本時指導案（2 ／ 3）
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Ⅳ．社会科授業の実施
　先にも述べたように本研究では対象児童を小学校
6学年とし、授業内容は主権者教育におけるクオー
タ制を扱う。主権者教育については、学習指導要領
がうたう公民的資質の育成の名の下、学校教育現場
ではこれまでも取り組まれてきた。特に主権者教育
と掲げた取組に関しては、国民主権の内容理解を目
的としたものや権利と義務の定着を図るもの、納税
に特化した租税教育のような実践が挙げられる。特
に中等教育以上で取り組まれている模擬選挙は、シ
ミュレーション用の教材も販売され、それらは授業
にて活用されている。さらに18歳選挙権の導入によ
る影響から、昨今では政治的中立と共に主権者教育
を捉える取組が盛んである。
　ここで、主権者教育を進めていく際に避けて通る
ことができない我が国特有の課題の一つに女性議員
比率の格差が挙げられる。2015年の調査結果16）で
は、我が国の女性国会議員は、衆議院で定数475人
中45人（9.5%）、参議院で242人中38人（15.7%）、両院
を合わせた国会全体で717人中83人（11.6%）となって
い る。 こ れ ら の 数 値 は、 列 国 議 会 同 盟（Inter-
Parliamentary Union: IPU）の資料が示す世界の国
会議員総数に占める女性議員比率（22.5%）に比べて
かなり低く、また、「男女共同参画社会基本法」

（1999年法律第78号）の基本理念の一つである「政策
等の立案及び決定への共同参画」が達成されている

とは言い難い状況を示している 。このような我が
国の現状に対し、主権者教育の中で女性議員比率の
格差やそれらを解消するための方策の一つであるク
オータ制の導入等を併せて指導した授業研究や実践
について、現時点ではほとんど見当たらない状況で
ある。
　そこで、表3にある指導案17）を用いてクオータ制
を扱う社会科授業を実践し、その前後でIATを行い
児童の内面である潜在的な意識を浮彫にすること
で、授業が児童に影響を及ぼすことができていたの
かどうかを確認した。本研究での対象児童は、A県
H市の6年4組（男子4名・女子4名）18）である。

Ⅴ．IATによるプリテスト及びポ
ストテストの結果

1．集計結果
　授業前後で、同じ児童にIATを実施した。先述の
表2における整合課題の本試行（ブロック4）と不整合
課題の本試行（ブロック7）を抽出し、その反応時間
をミリセカンド単位で計測した数値を集計した結果
が表4である。
　集計では、他の回答と比較して特徴的な回答に対
して除外を行った。一般的には、除外作業では参加
者そのものを除く処理を行うが、今回は参加児童数
が少数であるため、回答を除外する作業を行った。

表4　女性に対する潜在連想指数の授業前後での変化
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ここでの作業は、特に遅い反応時間を示した回答に
ついてである。反応時間を扱う研究における外れ値
の処理については、SD（標準偏差）の3倍を用いるの
が実際によく使用される方法19）である。よって、今
回の集計において3SDとなる2430.20ms以上時間が
かかった回答を除外とした。なお、上記の表4は除
外後の値である。

2．実施結果の概略
　表4の不正後課題と整合課題の平均値の差を示し
たものが図3である。授業前後での女性に対する潜
在的な意識の変化は、女子に肯定的な変化が見られ
た一方、男子には変化が見られなかった。女子児童
は男子と比較して女性に対して潜在的に肯定的な態
度ではあったが、授業後にはさらに肯定的な態度が
高まったことが確認された。この8名に関して、主
権者教育におけるクオータ制を扱った授業は、女子
に肯定的な態度変化を与える授業であったこと示す
数値が見られた。

図3　女性に対する児童の授業前後の
変化（単位はms）

Ⅵ．おわりに
　本研究では、IATを用いて社会科授業が児童にど
のような影響を与えているかを抽出し、明らかとす
る試案を提示した。ただ、ここで断っておきたいの
は、本研究での授業分析は対象を8名としているこ
とから、示された数値の信頼性を担保していない。
あくまで、社会科授業におけるIATテストの可能性
とその手法を示したものである。

　今後、本研究の手法を用い、検証に耐えうる母体
数にて実施することでより精度の高い研究結果へと
導く取組が広く行われることを願っている。
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